
区　分 結果 番　号 議　　　件　　　名　　　等 継続審査・調査

議　
　
　
　
　

案

人　事 同　意 同意第 １ ６号 教育委員会委員の任命について
同　意 同意第 １ ７号 監査委員の選任について

条例改正 ◎ 議案第 ４６ 号 七飯町手数料条例の一部改正について

その他

◎ 議案第 ４７ 号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について
◎ 議案第 ４８ 号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更に関する協議について
◎ 議案第 ４ ９号 北海道市町村総合事務組合規約の変更に関する協議について
◎ 議案第 ５０ 号 市町の境界変更について
◎ 議案第 ５ １号 字の区域の変更及び廃止について

補正予算

◎ 議案第 ５２ 号 令和２年度七飯町一般会計補正予算（第６号）
◎ 議案第 ５３ 号 令和２年度七飯町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
◎ 議案第 ５４ 号 令和２年度七飯町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
◎ 議案第 ５５ 号 令和２年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第１号）
◎ 議案第 ５６ 号 令和２年度七飯町水道事業会計補正予算（第２号）
◎ 議案第 5 7号 令和２年度七飯町一般会計補正予算（第７号）

人　事 可 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について

その他

報告済 報告第５号 令和元年度七飯町健全化判断比率について
報告済 報告第６号 令和元年度七飯町水道事業資金不足比率について
報告済 報告第７号 令和元年度七飯町下水道事業資金不足比率について
報告済 報告第８号 令和元年度七飯町土地造成事業資金不足比率について

決算認定

○ 認定第１号 令和元年度七飯町一般会計歳入歳出決算認定について

令和元年度決算審査
特別委員会へ付託・
報告

◎ 認定第２号 令和元年度七飯町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
◎ 認定第３号 令和元年度七飯町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
◎ 認定第４号 令和元年度七飯町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
◎ 認定第５号 令和元年度七飯町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
◎ 認定第６号 令和元年度七飯町土地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について
◎ 認定第７号 令和元年度七飯町水道事業会計決算認定について

意見書等

◎ 発議案第５号 軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求める意見書
◎ 発議案第６号 国土強靭化に資する道路の整備等に関する意見書

◎ 発議案第７号 「子どもの貧困」解消など教育予算の確保・拡充と就学保障、義務教育費国庫負担制度堅持・負担
率１／２への復元、教職員の多忙化解消・「３０人以下学級」の実現に向けた意見書

◎ 発議案第８号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書
◎ 発議案第９号 種苗法改正に関する意見書
○ 発議案第１０号 日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書

そ　の　他

報告済 各常任委員会報告
報告済 出納検査報告
許　可 閉会中の継続調査の申出について
承　認 閉会中の委員会活動の承認について
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増
や
そ
う
資
源
！

減
ら
そ
う
ゴ
ミ
！

令和元年度決算　一般会計は賛成多数で認定
各特別会計及び水道事業会計は全員一致で認定

令和２年
第３回定例会
　令和２年第３回定例会は、９月８日に招集され、会期を
２４日までの１７日間と決め、開催されました。
　令和２年度一般会計補正予算、条例の改正など議案１２
件、同意２件、諮問１件、報告４件、認定７件を審議しま
した。
　また、令和元年度一般会計の決算は賛成多数で認定、各

特別会計、水道事業会計は全員一致で認定いたしました。
　一般質問では７人の議員が質問に立ち、町政に対する理
事者の考えを質したほか、各常任委員会より所管事務調査
の報告書の提出がありました。
　また、議員提出議案として、国、関係機関へ要請する意
見書６件について審議し、原案のとおり可決されました。

主
な
内
容

審議結果

◎＝全員一致で可決　○＝賛成多数で可決　●＝賛成少数で否決　×＝賛成なしで否決

◇審議して決まったこと………………………………P.25
◇監査報告………………………………………………P.26
◇一般質問………………………………………………P.26
◇経済産業常任委員会報告……………………………P.30

◇民生文教常任委員会報告……………………………P.30
◇総務財政常任委員会報告……………………………P.31
◇令和元年度決算審査特別委員会報告………………P.32
◇議員出席状況…………………………………………P.33

七 飯 町
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議　案

25 七飯町　議会だより

増
や
そ
う
資
源
！

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

◆
七
飯
町
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正

　

通
知
カ
ー
ド
廃
止
に
伴
う
条

例
改
正

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

任
期
満
了
に
よ
り
次
の
者
の

再
任
に
同
意

氏
名
：
山
川　

俊
郎

住
所
：
字
大
沼
町
889
番
地

◆
監
査
委
員
の
選
任

　

任
期
満
了
に
よ
り
次
の
者
の

再
任
に
同
意

氏
名
：
永
田　

英
利

住
所
：
本
町
１
丁
目
14
番
３
号

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

除
排
雪
対
策
費
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括

支
援
補
助
金
等
に
よ
る
補
正

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

９
月
15
日
の
豪
雨
に
よ
る
災

害
復
旧
等
に
よ
る
補
正

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

出
産
育
児
一
時
金
の
追
加
等

に
よ
る
補
正

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
に
よ
る
補
正

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

　

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
の
利
用
者
増
等
に

よ
る
補
正

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

本
町
地
区
老
朽
管
布
設
替
工

事
、
桜
町
地
区
老
朽
管
布
設
替

工
事
に
よ
る
補
正

◆
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す

る
協
議

◆
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変

更
に
関
す
る
協
議

◆
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

　

加
入
団
体
の
解
散
、
脱
退
に

伴
う
規
約
の
改
正

◆
市
町
の
境
界
変
更

　

道
営
農
業
農
村
整
備
事
業
に

伴
い
、
北
斗
市
と
七
飯
町
と
の

間
で
等
積
交
換
を
行
い
、
境
界

の
一
部
を
変
更

◆
字
の
区
域
の
変
更
及
び
廃
止

　

市
町
の
境
界
変
更
に
伴
う
換

地
処
分
後
の一
筆
の
土
地
の
中
に

「
字
飯
田
町
」と「
白
川
」が
混

在
す
る
こ
と
か
ら
、北
斗
市
か
ら

編
入
さ
れ
た
土
地
を「
字
飯
田

町
」に
変
更
し
、「
白
川
」を
廃
止

す
る
。

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

任
期
満
了
と
な
る
次
の
者
を

再
び
推
薦

氏
名
：
金
子　

佳
子

住
所
：
緑
町
３
丁
目
10
番
１
号

◆
令
和
元
年
度
七
飯
町
健
全
化

判
断
比
率

◆
令
和
元
年
度
七
飯
町
水
道
事

業
資
金
不
足
比
率

◆
令
和
元
年
度
七
飯
町
下
水
道

事
業
資
金
不
足
比
率

◆
令
和
元
年
度
七
飯
町
土
地
造

成
事
業
資
金
不
足
比
率

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
、
各

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計

決
算
は
、
令
和
元
年
度
決
算
審

査
特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託

し
、
審
査
結
果
の
報
告
書
が
定

例
会
最
終
日
に
提
出
さ
れ
た
。

　

委
員
会
の
報
告
で
は
、
一
般

会
計
は
不
認
定
、
各
特
別
会
計

及
び
水
道
事
業
会
計
は
認
定
で

あ
っ
た
が
、
本
会
議
で
の
採
決

の
結
果
、
一
般
会
計
は
記
名
投

票
に
よ
り
賛
成
多
数
で
認
定
、

各
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会

計
は
全
員
一
致
で
認
定
し
た
。

（
報
告
書
は
32
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◆
一
般
会
計
決
算
の
採
決
方
法

　

記
名
投
票
に
よ
る
採
決

◆
採
決
の
結
果

　

賛
成
10
票
、
反
対
５
票
、
無

効
１
票
に
よ
り
認
定

〇
賛
成
者

　

神
﨑　

和
枝
・
稲
垣　

明
美

　

畑
中　

静
一
・
長
谷
川
生
人

　

上
野　

武
彦
・
澤
出　

明
宏

　

中
島　

勝
也
・
川
村　

主
税

　

中
川　

友
規
・
川
上　

弘
一

〇
反
対
者

　

横
田　

有
一
・
平
松　

俊
一

　

池
田　

誠
悦
・
坂
本　
　

繁

　

若
山　

雅
行

条
例
改
正

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
す
る
議
案
の
審
議
結
果

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
す
る
補
正
予
算

そ
の
他
の
議
案
の

審
議
結
果

人

事

補
正
予
算

そ

の

他

諮
　
　
　
　
問

報

告

決

算

会　　計　　名 補 正 前 補 正 額 計

一般会計（第６号） 15,782,958 279,126 16,062,084

一般会計（第７号） 16,062,084 11,500 16,073,584

国民健康保険特別会計 3,331,110 245 3,331,355

後期高齢者医療特別会計 437,500 1,742 439,242

介護保険
特別会計

保険事業勘定 2,867,294 51,654 2,918,948

介護サービス事業勘定 10,706 321 11,027

水道事業
会 計

資本的収入 279,900 15,600 295,500

資本的支出 458,500 15,752 474,252

第３回定例会での補正予算の金額

（単位：千円）

　決算認定の審査については、詳細な審査を
行うため、議長と監査委員を除く全員で構成す
る決算審査特別委員会に付託されます。
　特別委員会での審査の結果（認定、不認定）
を経て、全議員による本会議での議題となり、
賛成、反対それぞれの討論を行った後、採決が
行われ、決算に対する最終的な議会の決定とし
て、認定、不認定のいずれかを決定します。

決算の認定に当たって、提案から
採決に至るまでの議会の審査の流れ

本会議 委員会 本会議
提案説明
↓

質　疑
↓

委員会付託

理事者説明
↓

質　疑
↓

討　論
↓

採　決

委員長報告
↓

討　論
↓

採　決
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増
や
そ
う
資
源
！

減
ら
そ
う
ゴ
ミ
！

◆
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
出

◆
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
の
承

認
◆
議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見

書
６
件
が
可
決
さ
れ
、
要
望

事
項
と
し
て
各
関
係
機
関
及

び
各
関
係
大
臣
に
送
付
し
た
。

◎
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
特

例
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意

見
書

◎
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
道
路

の
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

◎
「
子
ど
も
の
貧
困
」
解
消
な

ど
教
育
予
算
の
確
保
・
拡
充

と
就
学
保
障
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負
担

率
１
／
２
へ
の
復
元
、
教
職

員
の
多
忙
化
解
消
・
「
30
人

以
下
学
級
」
の
実
現
に
向
け

た
意
見
書

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政

の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方

税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書

◎
種
苗
法
改
正
に
関
す
る
意
見

書
◎
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
の
参
加
・
調
印
・
批
准
を

求
め
る
意
見
書

監　査　報　告 議
会
報
告
会
の
開
催
を
中
止

　
　
～
書
面
で
活
動
を
報
告
～

例月出納検査
　一般会計、各特別会計、各企業会計、歳入歳出外会計及び各
基金に係る現金、預金等の出納保管状況を次のとおり検査した。
　令和２年５月分：６月２５日、２６日、２９日、３０日
　令和２年６月分：７月２８日、２９日、３０日、３１日
　令和２年７月分：８月２５日、２６日、２７日、２８日

検 査 結 果
　現金、預金等の金額並びに提出された収支計算書その他の
資料に記載された金額は、いずれも関係帳簿等の金額と一致
し、計数上の誤りは認められなかった。

監査委員　　　　
永　田　英　利
神　﨑　和　枝

そ

の

他

発
議
案（
意
見
書
）

い
た
だ
く
形
を
取
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

資
料
を
お
送
り
し
た
各
団

体
か
ら
は
、
特
段
の
ご
意

見
・
ご
提
言
等
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

令
和
２
年
度
議
会
報
告
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
を
考
慮

し
、
開
催
を
取
り
や
め
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ご
出
席
い
た
だ
い

た
各
団
体
に
は
、
各
委
員
会

の
活
動
内
容
を
報
告
す
る
資

料
を
お
送
り
し
、
資
料
に
対

す
る
ご
意
見
・
ご
提
言
等
を

来
年
の
３
月
ま
で
に
は
外

環
状
が
開
通
し
、
空
港
か

ら
峠
下
地
区
ま
で
一
気
に
繋
が

り
、
町
内
全
域
は
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
の
整
備
も
進
む
。
こ
れ

ら
の
こ
と
に
よ
り
旧
東
大
沼
小

学
校
な
ど
を
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
と
し
て
利
用
す
る
等
、

七
飯
町
の
利
便
性
が
大
い
に
高

ま
る
。
こ
れ
は
転
勤
者
や
地
方

生
活
を
望
む
人
に
と
っ
て
、
子

育
て
や
親
の
介
護
な
ど
に
も
良

い
条
件
と
な
り
、
七
飯
町
ら
し

さ
を
生
か
し
た
誘
致
活
動
を
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
と

い
う
、
情
報
発
信
に
変
え
た
活

動
に
で
き
な
い
か
町
の
考
え
を

伺
い
た
い
。
ま
た
、
創
業
支
援

事
業
や
企
業
誘
致
の
取
組
も
併

せ
て
伺
い
た
い
。

【
商
工
観
光
課
長
】

創
業
支
援
事
業
に
お
い
て

は
函
館
市
で
３
件
、
七
飯
町
で

２
件
が
採
択
さ
れ
て
い
る
が
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致

も
十
分
に
可
能
性
が
あ
る
。

　

町
内
の
交
通
ア
ク
セ
ス
、
水

資
源
、
住
環
境
の
良
さ
と
い
う

強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
企
業

の
誘
致
に
繋
げ
た
い
。

【
副
町
長
】

町
内
の
公
共
遊
休
施
設

を
利
活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
誘
致
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
と
と
も
に
、企
業
立
地

に
も
結
び
付
け
ら
れ
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。な
お
、出
来
る
だ
け

早
く
取
り
組
み
た
い
が
、施
設

の
整
備
な
ど
の
予
算
も
必
要
な

こ
と
か
ら
、情
報
収
集
に
努
め
、

今
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

庁
舎
内
に
お
け
る
事
務
仕

事
の
簡
略
化
に
つ
い
て

　

政
府
は
、
昨
年
の
５
月
に
行

政
手
続
き
を
電
子
申
請
に
原
則

統
一
す
る
『
デ
ジ
タ
ル
手
続
法

案
』
を
成
立
さ
せ
た
。
ま
た
、

住
民
記
録
や
税
・
社
会
保
険
な

ど
を
管
理
す
る
自
治
体
の
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
標
準
仕
様
へ

の
統
一
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
利
用
者
の

利
便
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

行
政
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。　

①
現
在
の
総
合
行
政
情
報
シ
ス

テ
ム
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

②
現
行
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
問

題
点
、
改
善
点
の
見
直
し
に
つ

い
て

③
窓
口
業
務
を
で
き
る
だ
け
簡

素
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て

④
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

た
検
討
会
議
に
つ
い
て
と
、
防

災
無
線
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
、

国
が
行
う
自
治
体
の
情
報
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
を
同
時
進
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
担
当
課
は

過
重
労
働
に
な
ら
な
い
の
か
。

【
情
報
防
災
課
長
】

①
31
の
シ
ス
テ
ム
を
年
間

約
４
千
100
万
円
程
の
経
費
を
か

け
て
運
用
し
て
い
る
。
今
後
自

治
体
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
な
ど

で
経
費
削
減
を
図
る
。
災
害
時

へ
の
対
応
は
対
処
済
み
。

②
前
回
の
入
れ
替
え
時
は
、
職

員
で
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
。

今
後
は
、
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
が
行
う
自
治
体

ク
ラ
ウ
ド
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
を
活
用
す
る
検
討
を
行
う
。

④
決
済
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
更
に

拡
大
す
る
検
討
を
行
う
ほ
か
、

今
後
も
更
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
た
検
討
を
行
う
。

【
住
民
課
長
】

③
各
種
の
証
明
書
発
行
を

証
明
書
自
動
交
付
機
や
コ
ン
ビ

ニ
交
付
に
も
対
応
し
、
業
務
の

効
率
化
を
推
進
し
て
い
る
。

【
総
務
部
長
】

④
職
員
配
置
も
対
応
が
で

き
て
い
る
が
、
シ
ス
テ
ム
会
社

へ
の
委
託
に
つ
い
て
も
検
討
し
、

過
重
労
働
に
な
ら
な
い
よ
う
管

理
を
し
っ
か
り
行
い
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
に
つ
い
て

で
き
る
だ
け
早
く
対
応
し
て
い
き
た
い
が
時
間
を
い
た
だ

き
た
い

平
　
松
　
俊
　
一
　
議 

員
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増
や
そ
う
資
源
！

一 般 質 問

増
や
そ
う
資
源
！

平
成
28
年
３
月
に
第
５
次

七
飯
町
総
合
計
画
を
策
定

し
、
本
年
度
基
本
計
画
の
中
間

見
直
し
の
年
に
当
た
る
。

　

七
飯
町
総
合
計
画
は
、
七
飯

町
の
地
域
振
興
と
住
民
福
祉
の

向
上
を
図
る
た
め
、
そ
の
基
本

的
な
構
想
と
計
画
に
つ
い
て
町

民
の
18
名
の
方
に
諮
問
し
審
議
、

答
申
を
得
て
策
定
し
て
い
る
。

い
わ
ば
、
第
５
次
総
合
計
画
は
、

七
飯
町
民
全
体
の
合
意
事
項
で

あ
り
、
責
任
を
も
っ
て
実
行
す

べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　

町
民
の
期
待
や
長
年
の
懸
案

事
項
が
な
か
な
か
実
現
し
な
い

状
況
が
あ
り
、
町
行
政
が
町
民

の
信
頼
か
ら
乖
離
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
５
年
間
の
計

画
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
、
ま

た
、
実
施
し
た
分
野
別
の
事
業

の
総
額
と
財
源
内
訳
は
い
く
ら

か
。
こ
の
５
年
間
で
着
手
し
て

い
な
い
事
業
計
画
は
あ
る
の
か
。

【
政
策
推
進
課
長
】

令
和
元
年
度
ま
で
の
４
年

間
の
進
捗
状
況
は
、
生
活
基
盤

分
野
で
は
17
事
業
中
13
事
業
が

継
続
又
は
終
了
し
、
総
額
約
23

億
円
。
環
境
保
全
分
野
で
は
５

北
海
道
昆
布
館
の
撤
退
に

つ
い
て
プ
レ
ス
発
表
が

あ
っ
た
が
、
撤
退
に
関
す
る
町

へ
の
影
響
に
関
し
以
下
の
点
を

伺
い
た
い
。

①
道
の
駅
周
辺
施
設
へ
の
影
響

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
。

【
商
工
観
光
課
長
】

七
飯
町
に
お
い
て
、
道
の

駅
な
な
い
ろ
・
な
な
え
と
イ
ベ

ン
ト
を
相
互
に
実
施
す
る
な
ど
、

観
光
の
一
翼
を
担
っ
て
頂
い
て

い
た
施
設
と
し
て
、
当
該
施
設

の
撤
退
は
大
変
残
念
な
結
果
で

あ
り
、
今
後
の
地
域
の
活
性
化

へ
の
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
再
質
問
】

具
体
的
な
活
性
化
策
と
は

何
か
。
建
設
予
定
の
民
間
温
浴

施
設
、
周
辺
道
路
整
備
に
つ
い

て
の
影
響
は
あ
る
か
。

【
商
工
観
光
課
長
】

国
道
５
号
線
に
面
す
る
施

設
で
あ
る
の
で
、
賑
わ
い
や
周

遊
を
創
出
す
る
た
め
に
も
、
今

後
の
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
情
報
収
集
を
し
、
速
や
か
な

利
活
用
を
通
じ
て
地
域
を
更
に

活
性
化
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。
温
浴
施
設
に
つ
い
て

事
業
中
３
事
業
が
継
続
又
は
終

了
し
、
総
額
約
10
億
円
。
子
育

て
・
教
育
・
文
化
分
野
で
は
12

事
業
中
５
事
業
が
終
了
し
、
総

額
約
32
億
円
。
産
業
振
興
分
野

で
は
10
事
業
中
９
事
業
が
継
続

又
は
終
了
し
、
総
額
約
61
億
円

と
な
っ
て
い
る
。

【
再
質
問
】

立
地
適
正
化
計
画
を
策
定

し
、
図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
プ
ー
ル
に
つ
い
て
今
後

５
年
間
の
間
に
着
工
す
る
の
か
。

【
町
長
】

副
町
長
が
先
ほ
ど
答
弁
し

た
と
お
り
、
総
合
計
画
の
当
初

の
中
に
入
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
の
で
、
是
非
５
ヶ
年
の
中
で

着
手
し
て
い
く
。

は
、
情
報
が
な
い
の
で
回
答
で

き
な
い
。

【
土
木
課
長
】

周
辺
道
路
（
峠
下
２
号

線
）
整
備
に
つ
い
て
の
影
響
は

な
い
も
の
と
考
え
る
。

②
北
海
道
昆
布
館
の
撤
退

に
よ
り
、
地
域
の
雇
用
の

場
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
か
。

【
商
工
観
光
課
長
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
が
町
内
事
業
者
の
経
営
・

雇
用
状
況
に
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
昆
布
館
の
撤
退
に
関
し

て
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
失
業
や
再
就
職

に
関
す
る
要
望
に
で
き
る
限
り

の
対
応
を
要
請
し
て
い
る
。

【
再
質
問
】

具
体
的
に
何
名
の
方
が
失

業
し
た
の
か
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
の
働
き
か
け
以
外
の

対
策
は
な
さ
れ
た
の
か
。

【
商
工
観
光
課
長
】

８
月
31
日
以
降
も
工
場
は

稼
働
し
て
い
る
の
で
、
全
員
が

解
雇
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

町
と
し
て
も
、
で
き
る
限
り
要

第
５
次
七
飯
町
行
政
改
革

大
綱
に
つ
い
て

　

第
５
次
七
飯
町
行
政
改
革
大

綱
が
本
年
度
末
で
計
画
実
施
期

間
が
終
了
す
る
。

　

行
革
の
趣
旨
は
財
政
の
悪
化

や
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
、

組
織
の
簡
素
合
理
化
、
事
務
の

効
率
化
、
職
員
数
や
給
与
の
適

正
化
な
ど
の
か
た
ち
で
行
わ
れ

て
い
る
。

　

要
は
行
政
改
革
と
は
、「
最

小
の
経
費
で
、
最
大
の
効
果
を

あ
げ
る
。
」
、「
費
用
対
効
果
」

に
集
約
さ
れ
る
と
い
え
る
。

　

第
５
次
七
飯
町
行
政
改
革
大

綱
の
実
施
に
よ
り
ど
れ
だ
け
経

費
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
か
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が

あ
っ
た
の
か
。

【
総
務
財
政
課
長
】

２
０
１
６
年
か
ら
19
年
の

４
年
間
で
約
２
億
７
千
453
万
円

の
効
果
額
を
算
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
種
事
業
の
実
施
に

お
い
て
、
町
に
有
利
な
特
定
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
で
住
民
満

足
度
に
繋
が
っ
て
い
る
も
の
と

捉
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

　
「
財
政
計
画
の
策
定
に
つい
て
」

望
に
応
え
て
い
き
た
い
。

③
当
該
施
設
に
つ
い
て
、

図
書
館
な
ど
を
併
設
し
た

複
合
施
設
の
早
期
解
決
に
向
け

て
、
民
設
公
営
方
式
な
ど
に
よ

る
利
活
用
を
模
索
す
る
考
え
は

な
い
か
。

【
副
町
長
】

９
月
15
日
か
ら
は
不
動
産

管
理
の
民
間
施
設
で
あ
る
。
昆

布
館
本
社
の
意
向
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
と
も
、
情
報
収
集

に
努
め
て
、
施
設
を
生
か
す
よ

う
な
方
法
を
考
え
て
ま
い
り
た

い
。

【
町
長
】

ピ
ー
ク
時
70
万
人
も
の
来

場
実
績
の
あ
る
施
設
と
し
て
、

当
該
施
設
の
閉
館
は
、
誠
に
残

念
で
あ
る
。
色
々
な
こ
と
に
活

用
し
て
、
道
の
駅
エ
リ
ア
が
今

ま
で
以
上
の
活
気
に
満
ち
た
エ

リ
ア
と
な
る
よ
う
に
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

昆
布
館
撤
退
に
よ
る
周
辺
施
設
へ
の
影
響
に
つ
い
て

引
き
続
き
情
報
収
集
し
な
が
ら

施
設
の
利
活
用
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
進
め
た
い

澤
　
出
　
明
　
宏
　
議 

員

第
５
次
総
合
計
画
の
中
間
年
で

未
着
工
の
も
の
は
ど
う
す
る
の
か

図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
プ
ー
ル
、

地
域
セ
ン
タ
ー
は
五
年
以
内
に
着
手
す
る

田
　
村
　
敏
　
郎
　
議 

員

現在中間見直しが
行われている第５
次七飯町総合計画

８月３１日に閉館した北海道昆布館
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増
や
そ
う
資
源
！

減
ら
そ
う
ゴ
ミ
！

一 般 質 問
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
町
内

事
業
者
等
へ
の
対
策
と
し
て
、

第
一
次
産
業
の
水
産
業
、
林
業
、

農
業
の
野
菜
、
花
卉
、
畜
産
な

ど
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

事
業
者
へ
の
支
援
対
策
は
、
今

後
考
え
て
い
る
の
か
。

【
農
林
水
産
課
長
】

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
遊

漁
の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
が
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
観

光
業
と
し
て
の
側
面
を
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
支
援
対
策
が
行

わ
れ
て
い
る
。
林
業
に
つ
い
て

は
、
単
価
は
下
げ
て
い
る
が
微

減
と
な
っ
て
い
る
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
花
卉
農

家
で
２
月
か
ら
５
月
に
出
荷
の

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
、
そ
し
て

特
殊
林
産
物
の
シ
イ
タ
ケ
等
を

出
荷
し
て
い
る
生
産
者
が
影
響

を
受
け
た
こ
と
が
判
明
し
て
い

る
。
６
月
以
降
町
内
で
生
産
、

出
荷
さ
れ
て
い
る
野
菜
、
花
卉

に
つ
い
て
は
全
般
的
に
価
格
が

高
値
で
推
移
し
て
お
り
、
影
響

は
な
い
と
推
察
さ
れ
る
。

　

肉
牛
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
消
費
を
想
定
し
飼
養
頭

数
を
増
や
し
た
が
、
高
級
ラ
ン

ク
の
牛
肉
の
消
費
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
中
止
、
外
国
人

観
光
客
の
入
国
規
制
等
に
よ
り

落
ち
込
ん
で
お
り
、
市
場
価
格

は
全
体
的
に
下
落
し
、
肥
育
牛

に
つ
い
て
は
赤
字
に
な
っ
て
い

る
が
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交

付
金
制
度
に
よ
り
補
填
さ
れ
る
。

　

町
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
施

策
と
し
て
は
、
国
の
給
付
金
及

び
補
助
事
業
の
周
知
徹
底
を
Ｊ

Ａ
新
は
こ
だ
て
七
飯
基
幹
支
店

と
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

経
済
産
業
省
の
持
続
化
給
付
金

申
請
は
８
月
末
で
６
件
、
700
万

円
、
農
林
水
産
省
の
経
営
継
続

補
助
金
は
機
械
設
備
等
に
つ
い

て
は
57
件
、
４
千
592
万
４
千
655

円
、
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
12
件
、
566
万
７
千
405
円
と

な
っ
て
い
る
。
９
月
中
旬
以
降

に
は
２
次
募
集
の
予
定
が
あ
る
。

　

農
林
水
産
省
高
収
益
作
物
次

期
作
支
援
交
付
金
の
交
付
申
請

額
は
申
請
37
件
、
１
億
430
万
２

千
200
円
で
、
次
期
作
に
前
向
き

に
取
り
組
む
生
産
者
へ
の
支
援

27
件
、
５
千
158
㌃
に
対
し
、
２

千
836
万
９
千
円
、
高
集
約
型
経

営
施
設
園
芸
・
施
設
花
卉
に
つ

い
て
は
16
件
、
941
．
３
㌃
に
対

し
７
千
530
万
４
千
円
、
厳
選
出

荷
へ
の
雇
用
対
策
と
し
て
36
名
、

延
日
数
286
日
に
対
し
て
62
万
９

千
200
円
の
交
付
金
の
申
請
と

な
っ
て
い
る
。
持
続
化
給
付
金

の
申
請
期
間
に
つ
い
て
は
本
年

12
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
個
人
申
請
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
実
態
把
握
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

【
再
質
問
】

こ
の
春
に
七
飯
町
花
卉
生

産
出
荷
組
合
か
ら
要
望
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
が
対
応
し
な

か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
再
度
答

弁
を
い
た
だ
き
た
い
。

【
農
林
水
産
課
長
】

今
年
５
月
19
日
付
で
、
七

飯
町
花
卉
生
産
出
荷
組
合
か
ら

支
援
を
求
め
る
要
望
書
が
届
い

て
い
る
。
そ
の
時
期
に
お
い
て
、

農
業
の
売
り
上
げ
が
今
後
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
、
経
緯
を
見

定
め
て
か
ら
、
支
援
の
方
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
今
ま
で
や
っ
て
い
な
い
が
、

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
と
国
の
講
じ

る
補
助
金
、
交
付
金
制
度
の
案

内
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

「
学
校
現
場
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
対
策
の
取
組
に
つ
い
て
」
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
新
た
な
感
染
拡
大
へ
の

対
応
を
」

第
１
次
産
業
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

　

影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
事
業
者
へ
の
支
援
対
策
は

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
と
、
国
の
講
じ
る
補
助
金
、

交
付
金
制
度
の
案
内
を
し
て
い
る

上
　
野
　
武
　
彦
　
議 
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「
道
の
駅
な
な
い
ろ
・
な

な
え
」
の
経
済
効
果
等
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
今
期
（
令
和
２
年
３
月
期
）

の
売
上
高
の
内
訳
（
商
品
別
内

訳
）
、
来
場
者
一
人
当
た
り
の

購
買
額
及
び
従
業
員
数
に
つ
い

て
。
ま
た
、
町
か
ら
の
指
定
管

理
費
及
び
町
へ
の
寄
附
金
の
会

計
処
理
に
つ
い
て
。

②
経
済
効
果
は
上
が
っ
て
い
る

か
。
経
済
効
果
の
試
算
方
法
に

つ
い
て
。
他
の
道
の
駅
に
比
べ

て
入
込
客
数
が
多
い
「
道
の
駅

な
な
い
ろ
・
な
な
え
」
の
売
上

高
は
、
見
劣
り
し
な
い
か
。
あ

る
い
は
、
来
場
者
数
の
捉
え
方

が
異
な
っ
て
い
な
い
か
。

③
売
上
高
の
う
ち
「
出
店
手
数

料
」
（
約
一
千
百
万
円
）
は
本

来
七
飯
町
が
収
納
す
べ
き
も
の

で
は
な
い
か
。

④
コ
ロ
ナ
禍
以
後
の
あ
り
方
等

で
方
針
等
は
あ
る
か
。

【
商
工
観
光
課
長
】

①「
道
の
駅
な
な
い
ろ
・

な
な
え
」
の
指
定
管
理
者
で
あ

る
「
一
般
社
団
法
人
七
飯
町
振

興
公
社
」
の
令
和
元
年
度
の
決

算
報
告
書
か
ら
商
品
別
内
訳
は

公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
指
定

管
理
料
（
約
２
千
３
百
万
円
）

を
除
く
売
上
高
は
約
３
億
２
千

５
百
万
円
、
年
間
来
場
者
数
99

万
６
千
727
人
で
一
人
当
た
り
購

買
額
は
約
326
円
、
従
業
員
数
は

17
名
。
町
か
ら
の
指
定
管
理
料

は
売
上
高
に
、
町
へ
の
寄
附
金

（
今
年
度
は
百
万
円
）
は
販
売

費
及
び
一
般
管
理
費
に
計
上
さ

れ
て
い
る
。

②
直
接
消
費
額
と
し
て
決
算
に

よ
る
売
上
高
を
当
て
は
め
、
従

前
と
同
様
に
北
海
道
開
発
局
発

表
の
調
査
数
値
か
ら
、
経
済
波

及
の
大
き
さ
を
示
す
誘
発
倍
率

２
．
07
を
乗
じ
た
６
億
７
千
275

万
円
を
、
直
接
、
間
接
効
果
を

加
え
た
経
済
効
果
と
し
て
試
算

し
て
い
る
。

　

税
収
は
、
北
海
道
観
光
経
済

調
査
か
ら
税
収
効
果
の
割
合
で

あ
る
３
．
45
％
を
乗
じ
、
税
収

効
果
は
約
２
千
321
万
円
（
う
ち

町
税
１
千
220
万
円
）
と
試
算
し

て
い
る
。
経
済
効
果
等
は
実
情

を
勘
案
し
試
算
方
法
の
変
更
を

行
う
な
ど
そ
の
把
握
方
法
を
随

時
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

他
の
道
の
駅
の
売
上
高
に
関

す
る
資
料
が
公
表
さ
れ
て
お
ら

ず
、
比
較
は
で
き
な
い
。
入
込

数
の
カ
ウ
ン
ト
方
法
は
、
カ
ウ

ン
タ
ー
を
出
入
口
と
24
時
間
ト

イ
レ
の
方
に
設
置
し
て
お
り
、

２
回
で
１
名
の
カ
ウ
ン
ト
と
し

て
お
り
、
「
道
の
駅
な
な
い

ろ
・
な
な
え
」
の
入
込
客
数
に

は
夜
間
の
ト
イ
レ
利
用
者
が
含

ま
れ
て
い
る
。
道
の
駅
に
よ
っ

て
多
種
多
様
な
カ
ウ
ン
ト
の
仕

方
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

③
農
産
品
等
の
直
売
に
係
る
販

売
業
務
は
指
定
管
理
者
が
行
っ

て
お
り
「
出
店
手
数
料
」
は
指

定
管
理
者
の
事
業
収
入
と
し
て

い
る
。

④
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
も
屋

外
で
の
実
施
と
す
る
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
内
容
も
含
め
て
い
か
に

感
染
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底
で

き
る
の
か
を
常
に
念
頭
に
置
い

て
指
定
管
理
者
と
し
っ
か
り
と

連
携
を
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

「
『
な
な
え
ク
ー
ポ
ン
券
』
の

使
用
可
能
店
舗
に
つ
い
て
」

「
道
の
駅  

な
な
い
ろ・な
な
え
」の
経
済
効
果
等
に
つ
い
て

経
済
効
果
等
の
試
算
は

　
　
　

実
情
を
勘
案
し
把
握
方
法
を
随
時
検
証
し
て
い
く

若
　
山
　
雅
　
行
　
議 

員
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増
や
そ
う
資
源
！

一 般 質 問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
二
度
の
補
正
予
算

で
成
立
し
た
様
々
な
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
、
所
見
を
伺

い
た
い
。

①
地
場
の
企
業
及
び
個
人
事
業

者
で
倒
産
及
び
廃
業
し
た
件
数

は
。

②
町
内
企
業
の
政
府
系
金
融
機

関
か
ら
の
借
り
入
れ
件
数
及
び

借
入
金
額
は
。

③
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
の
町
内
企
業
の
利
用
状
況
は
。

④
地
域
の
感
染
状
況
等
を
踏
ま

え
た
き
め
細
か
い
医
療
提
供
体

制
等
構
築
事
業
（
予
防
接
種
事

業
）
は
。

⑤
前
回
の
一
般
質
問
の
際
、
町

長
は
国
の
第
２
次
補
正
予
算
が

決
定
し
た
際
に
は
倒
産
企
業
を

１
件
も
出
さ
な
い
た
め
に
も
、

国
の
制
度
の
対
象
か
ら
外
さ
れ

た
も
の
に
対
し
て
も
対
応
し
て

い
き
た
い
と
述
べ
た
が
、
そ
れ

は
何
を
指
す
の
か
。

【
商
工
観
光
課
長
】

①
法
人
で
は
４
件
、
個
人

事
業
者
で
は
５
件
で
あ
る
。

②
渡
島
檜
山
管
内
合
計
で
あ
る

が
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は

２
千
453
件
で
331
億
６
千
550
万
円
、

商
工
中
金
で
は
44
件
で
32
億
７

千
９
百
万
円
で
あ
る
。

③
一
般
型
で
３
件
、
184
万
６
千

円
、
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
で
５

件
、
403
万
３
千
円
で
あ
る
。

【
子
育
て
健
康
支
援
課
長
】

④
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
症
状
が
似
て
い
る
こ
と

か
ら
、
10
月
１
日
か
ら
の
実
施

に
向
け
て
渡
島
医
師
会
等
に
協

力
要
請
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、

国
内
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
予
定
は
６
千
356
万
人
分
で
、

日
本
の
総
人
口
の
半
分
相
当
で

あ
る
。
国
が
示
す
優
先
順
位
と

し
て
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く

定
期
接
種
対
象
者
、
医
療
従
事

者
、
65
才
未
満
の
基
礎
疾
患
を

有
す
る
者
、
妊
婦
、
乳
幼
児
と

さ
れ
て
い
る
。
全
町
民
が
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

【
経
済
部
長
】

⑤
７
月
臨
時
会
で
議
決
い

た
だ
い
た
一
般
会
計
補
正
予
算

等
に
計
上
し
た
事
業
で
あ
る
が
、

今
後
も
国
の
動
向
を
見
極
め
対

応
し
た
い
。

大
中
山
複
合
施
設
の
国
旗

掲
揚
ポ
ー
ル
設
置
に
つ
い
て

　

広
報
な
な
え
８
月
号
に
大
中

山
複
合
施
設
の
国
旗
掲
揚
ポ
ー

ル
設
置
工
事
の
入
札
結
果
が
公

表
さ
れ
て
い
た
。
昨
年
４
月
に

運
営
開
始
し
た
複
合
施
設
で
あ

る
が
、
最
初
か
ら
無
く
新
た
に

設
置
さ
れ
た
の
か
。
工
事
費

（
消
費
税
込
み
）
が
273
万
９
千

円
で
、
当
初
工
事
に
含
ま
れ
て

い
れ
ば
、
こ
ん
な
工
事
費
に
な

ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

【
副
町
長
】

昨
年
４
月
に
開
所
し
た
大

中
山
複
合
施
設
に
は
、
施
工
前

の
現
在
地
に
国
旗
掲
揚
ポ
ー
ル

が
な
か
っ
た
の
で
設
置
し
な

か
っ
た
。
当
初
設
置
し
た
場
合
、

10
万
５
千
円
ほ
ど
安
く
済
ん
だ

と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
慎
重

に
精
査
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
再
質
問
】

金
額
の
問
題
だ
け
で
は
な

く
、
職
員
教
育
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
。
職
員
教
育
を
し
っ
か

り
と
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

【
町
長
】

私
の
指
導
力
不
足
で
あ
る

と
思
い
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し

上
げ
た
い
。
こ
れ
か
ら
職
員
教

育
を
真
剣
に
や
っ
て
ま
い
る
の

で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
出

後
の
令
和
３
年
度
の
財
政
運
営

に
つ
い
て
」

近
年
、
と
て
も
残
念
な
事

で
は
あ
る
が
、
Ｄ
Ｖ
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
被
害
や
児
童
虐
待
の
件
数

が
全
国
的
に
も
増
え
続
け
て
い

る
。
国
、
北
海
道
と
連
携
を
強

化
し
、
早
期
発
見
や
改
善
等
の

対
策
を
と
り
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐

待
防
止
に
取
り
組
ん
で
き
て
い

る
。
し
か
し
、
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

被
害
を
受
け
て
い
る
方
が
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
出
す
機
会
が
難
し
い
状
況

で
あ
り
、
被
害
者
は
中
々
自
分

で
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

Ｄ
Ｖ
を
早
く
見
つ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
虐
待
も
関
連
で
防

い
で
い
け
る
こ
と
も
で
き
、
ま

た
、
そ
の
逆
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
町
民
の
方
が
通
報
で
き

る
よ
う
な
環
境
が
で
き
れ
ば
、

Ｄ
Ｖ
や
虐
待
を
防
げ
る
可
能
性

は
少
し
で
も
ア
ッ
プ
す
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

【
政
策
推
進
課
長
】

町
に
届
か
な
い
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

い
か
に
相
談
に
つ
な
げ
て
い
く

か
、
中
々
把
握
は
難
し
い
が
、

町
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
些
細

な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
拾
え
る
よ
う
な
環

境
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【
再
質
問
】

児
童
虐
待
と
配
偶
者
に
対

す
る
暴
力
防
止
条
例
を
作
っ
て

い
る
市
町
村
も
あ
り
、
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
で
、
窓
口
の
設

置
や
周
知
が
出
来
る
体
制
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
が

目
に
見
え
に
く
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う

な
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で
、

町
民
も
意
識
が
高
ま
る
と
考
え

る
が
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
の
防

止
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
な

い
か
。【

政
策
推
進
課
長
】

既
存
の
男
女
平
等
の
条
例

が
あ
る
の
で
、
整
合
性
を
確
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
男
女

平
等
、
Ｄ
Ｖ
被
害
、
児
童
虐
待
、

に
繋
が
る
部
分
は
関
連
性
が
強

い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
今
後

の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

【
子
育
て
健
康
支
援
課
長
】

10
月
か
ら
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
開

設
す
る
。
保
健
予
防
部
門
と
子

育
て
支
援
部
門
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
連
携
し
や
す
い
体
制
を
構

築
し
、
妊
娠
期
間
中
か
ら
子
育

て
期
間
に
お
い
て
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
う
こ
と
や
、
子
育

て
に
関
す
る
不
安
を
軽
減
し
虐

待
の
リ
ス
ク
や
課
題
を
予
防
、

支
援
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
2
0
2
2
年
度
内
ま

で
に
新
た
に
国
か
ら
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
の
機
能

性
に
つ
い
て
は
、
虐
待
を
メ
イ

ン
と
し
て
の
拠
点
を
保
健
セ
ン

タ
ー
の
中
に
位
置
づ
け
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
虐

待
も
今
後
、
課
題
が
大
き
く
問

わ
れ
て
く
る
。
こ
う
い
う
タ
イ

ミ
ン
グ
を
機
に
条
例
制
定
に
つ

い
て
、
前
向
き
に
検
討
を
図
っ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
教
育
へ
の
影
響
に
つ

　
　

い
て

　

い
じ
め
や
不
登
校
に
ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
活
用
を
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
教
育
長
】

ゼ
ロ
次
対
応
の
活
用
も
含

め
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質

問
者
が
要
約
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
な
質
疑
や
答

弁
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

全
町
民
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
大
丈
夫
な
の
か

全
町
民
に
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
す
る

横
　
田
　
有
　
一
　
議 

員

Ｄ
Ｖ
・
虐
待
防
止
条
例
を
制
定
す
る
べ
き
で
は

既
存
条
例
と
の
整
合
性
を
確
認
し
、
検
討
し
て
い
く

中
　
川
　
友
　
規
　
議 

員
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増
や
そ
う
資
源
！

減
ら
そ
う
ゴ
ミ
！

　

調
査
の
目
的

　

町
営
住
宅
の
現
状
、
七
飯
町

公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
の
進

捗
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
調

査
を
行
っ
た
。

　

調
査
事
項
の
ま
と
め

　

町
営
住
宅
の
状
況
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
七
飯

町
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

に
よ
り
国
の
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

既
存
の
町
営
住
宅
の
長
寿

命
化
改
修
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　

議
会
に
お
い
て
も
議
論

と
な
っ
た
長
寿
命
化
改
修

工
事
の
設
計
の
あ
り
方
に

関
し
て
は
、
設
計
時
点
に

お
い
て
目
視
な
ど
で
も
確

認
で
き
な
い
箇
所
が
生
じ

て
い
る
が
、
現
に
入
居
者

が
い
る
中
で
の
設
計
及
び

工
事
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
目
視
で
き
な
い

箇
所
を
設
計
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
は
難
し
い
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
仮
に
、
目
視
で
き

な
い
箇
所
に
不
具
合
が
あ
っ
た

際
に
は
、
適
正
な
設
計
金
額
を

算
出
し
、
議
会
へ
の
提
案
の
際

に
は
、
丁
寧
な
説
明
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

昨
今
の
厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
る
と
、
耐
用
年
数
が
あ

る
町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
長

寿
命
化
を
行
う
こ
と
で
事
業
費

　

調
査
の
目
的

　

町
民
の
健
康
増
進
の
た
め
に

利
用
さ
れ
て
い
る
体
育
施
設
の

利
用
状
況
や
施
設
の
現

状
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。

　

調
査
事
項
の
ま
と
め

　

体
育
施
設
は
、
町
民

の
心
身
の
健
全
な
発
達

や
体
育
活
動
の
普
及
振

興
に
と
っ
て
重
要
な
施

設
で
あ
る
と
と
も
に
、

町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
み
、
楽
し
む
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
の
で
き

る
施
設
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
中
心

と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
は
、
現
在
の
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
お
ら
ず
、
老
朽
化
が

著
し
い
状
態
で
あ
る
。
修
繕
な

ど
に
よ
る
対
応
で
は
、
抜
本
的

な
解
決
と
は
な
ら
な
い
こ
と
か

の
縮
減
を
図
る
と
と
も
に
、
今

後
の
町
営
住
宅
の
整
備
に
関
し

て
は
、
人
口
減
少
社
会
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
将

来
的
な
人
口
の
増
加
が
見
込
め

な
い
こ
と
か
ら
、
将
来
に
わ

た
っ
て
必
要
と
な
る
管
理
戸
数

を
的
確
に
見
極
め
、
新
た
な
住

宅
を
建
築
す
る
際
に
は
、
慎
重

な
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
望

み
、
委
員
会
報
告
と
す
る
。

ら
、
改
築
に
向
け
た
具
体
的
な

検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

財
政
部
局
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
有
利
な
補
助
金
や
起
債
等

経
済
産
業
常
任
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

調 査
事 項

調 査
事 項

町
営
住
宅
の
状
況
に
つ
い
て

体
育
施
設
の
利
用
状
況
に
つい
て

七飯町スポーツセン
ター外観

昭和４８年に建設さ
れ、老朽化が著しい
状態であり、改築が
望まれる。

報 告 書
全 文 は
町ＨＰへ

報 告 書
全 文 は
町ＨＰへ

　劣化度調査結果等をもとに予防保全的な維持管理や
耐久性の向上に資する改善等の計画的な実施により、
公営住宅ストックの長寿命化を図り、ライフサイクル
コスト（構造物の計画、設計から建設、維持管理、解
体撤去、廃棄に至る費用をいう。）の縮減に結びつけ
るとともに、公営住宅ストックの有効活用と効率的か
つ円滑な更新の実現を目的としている。

七飯町公営住宅長寿命化計画とは

令和２年第３回定例会において各常任委員会から報告のあった所管事務調査
の結果について、次のとおりお知らせします。

長寿命化改修工事を施工中の町営住宅
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増
や
そ
う
資
源
！

報告書全文は
町ＨＰへ

　

調
査
の
目
的

　

地
域
公
共
交
通
の
こ
れ
ま
で

の
経
過
や
現
在
の
取
組
状
況
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、

特
別
定
額
給
付
金
事
業
の
実
施

状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
調
査

を
行
っ
た
。

　

調
査
事
項
の
ま
と
め

　

地
域
公
共
交
通
につい
て
は
、継

続
し
て
調
査
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

特
別
定
額
給
付
金
事
業
に
つ

い
て
は
、
最
終
的
に
１
万
３
千

823
世
帯
、
99
．
83
パ
ー
セ
ン
ト

の
給
付
状
況
と
な
っ
た
。
申
請

を
行
っ
て
い
な
い
世
帯
に
対
し

て
は
、
文
書
に
よ
る
通
知
や
職

員
が
戸
別
訪
問
を
行
う
な
ど
の

取
組
を
行
っ
た
が
、
基
準
日
以

後
に
死
亡
、
居
所
不
明
、
本
人

の
受
取
拒
否
な
ど
に
よ
り
24
世

帯
が
未
申
請
と
な
っ
た
。

　

町
民
に
い
ち
早
く
給
付
す
る

た
め
、
政
策
推
進
課
を
中
心
に

総
務
部
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
だ
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
防
止
、

地
域
経
済
や
住
民
生
活
の
支
援

な
ど
、
予
算
計
上
ま
で
は
迅
速

に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
予
算
計
上
さ
れ
て
い

る
事
業
の
進
捗
状
況
の
把
握
に

努
め
、
速
や
か
な
事
業
の
実
施

を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
、
当
該
交
付
金

の
よ
う
に
複
数
の
課
が
関
係
す

る
場
合
に
は
、
事
業
の
進
捗
状

況
や
工
程
に
つ
い
て
予
算
成
立

後
か
ら
当
該
交
付
金
の
担
当
課

が
把
握
す
る
よ
う
努
め
る
と
と

も
に
、
各
部
が
連
携
し
て
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
を
望
み
、
委

員
会
報
告
と
す
る
。

を
活
用
し
、
改
築
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
っ

た
。

　

当
委
員
会
と
し
て
も
、
現
在

の
財
政
状
況
が
厳
し
い
こ
と
は

十
分
に
承
知
し
て
い
る
も
の
の
、

利
用
者
の
安
全
面
、
町
民
の
健

康
増
進
の
観
点
か
ら
も
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
改
築
に
向

け
て
は
、
そ
の
優
先
順
位
を
高

く
し
た
上
で
、
よ
り
具
体
的
な

検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
望
み
、

委
員
会
報
告
と
す
る
。

総
務
財
政
常
任
委
員
会

調 査
事 項

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

特
別
定
額
給
付
金
事
業
に
つ
い
て

大中山地域体育館
外観

体育館の壁に穴の
開いている箇所が
あり、早急な対応
を求めた。

　新型コロナウイルスの感染拡大の
防止や感染拡大の影響を受けてい
る地域経済や住民生活の支援、家
賃支援を含む事業継続や雇用維持
等への対応のため、これまでに七飯
町分として５億8,687万7千円が交付
限度額として決定されている。

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金とは

　議長あての文書や案内状は、日程の調整をする
必要がありますので、直接議会事務局にお送り下
さい。
　　　　　　◆送付先　七飯町本町６丁目１番１号
　　　　　　　　　　　　七飯町議会議長　あて
　　　　　　◆電　話　６５－５９４７（直通）

議会事務局からのお願い

各委員会（常任委員会、特別委員会）の
活動状況は、下記の七飯町議会のページ
に掲載しています。

http://www.town.nanae.hokkaido.jp/
hotnews/category/467.html

各常任委員会活動報告（要旨掲載）

交付金を活用し、クーポン券発行事業
などの経済対策やパーティション設置
などの感染防止対策を実施
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増
や
そ
う
資
源
！

減
ら
そ
う
ゴ
ミ
！

　

令
和
２
年
９
月
10
日
、
11
日
、

14
日
、
15
日
、
16
日
、
18
日
、

23
日
の
７
日
間
委
員
会
を
開
催

し
た
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
決
算
書
及
び

決
算
に
関
す
る
関
係
書
類
、
証

書
類
の
ほ
か
、
当
委
員
会
が
要

求
し
た
資
料
等
を
も
と
に
、
町

長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
担
当

部
長
、
教
育
次
長
、
担
当
課
長
、

局
長
、
セ
ン
タ
ー
長
の
出
席
を

求
め
、
審
査
を
行
っ
た
。

　

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
は
、
歳
入
総
額
119

億
８
千
853
万
２
千
464
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
、
国
庫
支
出
金
、

町
債
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、
全

体
で
24
億
２
千
908
万
２
千
687
円

減
少
し
て
い
る
。
町
財
政
の
根

幹
を
な
す
町
税
の
収
入
済
額
は

29
億
７
千
403
万
５
千
134
円
と
前

年
度
よ
り
２
千
351
万
７
千
158
円

減
少
し
て
い
る
。

　

委
員
か
ら
は
、
歳
入
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
売
払
収
入
７
万
円

に
関
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
活
用
せ
ず
に

公
募
に
よ
り
売
却
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
自
主
財
源
確
保
の

観
点
か
ら
も
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

活
用
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

　

歳
出
総
額
は
118
億
５
千
658
万

８
千
526
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
、
農
林
水
産
業
費
、
商
工

費
な
ど
の
減
少
に
よ
り
全
体
で

23
億
４
千
758
万
２
千
875
円
減
少

し
て
い
る
。

　

委
員
か
ら
は
、
歳
出
の
学
校

管
理
費
（
小
学
校
）
の
燃
料
費

（
プ
ロ
パ
ン
）
150
万
６
千
851
円
に

つ
い
て
、
同
一
の
敷
地
内
に
あ
る

施
設
に
関
し
て
、
同
じ
燃
料
の

契
約
方
法
が
異
な
る
こ
と
に
統

一
性
が
な
い
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
町
道
の
着
手
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
引
き
続
き
未

完
了
と
な
っ
て
い
る
工
事
箇
所

に
つ
い
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
観
点
か
ら
も
、
計
画
的

に
早
期
で
の
工
事
の
完
了
を
す

る
べ
き
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
１
億
３

千
194
万
３
千
938
円
で
、
翌
年
度

へ
繰
越
す
べ
き
財
源
625
万
５
千

円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

は
１
億
２
千
568
万
８
千
938
円
の

黒
字
で
あ
る
。

　

な
お
、
当
年
度
の
実
質
収
支

額
か
ら
前
年
度
の
実
質
収
支
額

を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
額

は
２
千
１
万
812
円
の
赤
字
で
あ

り
、
こ
れ
に
財
政
調
整
基
金
へ

の
積
立
金
７
千
500
万
円
を
加
え
、

基
金
取
り
崩
し
額
６
千
500
万
円

を
差
し
引
い
た
実
質
単
年
度
収

支
額
は
１
千
１
万
812
円
の
赤
字

で
あ
る
。

　

不
用
額
は
、
２
億
９
千
576
万

７
千
474
円
（
う
ち
繰
越
明
許
分

２
千
409
万
７
千
966
円
）
と
な
っ

て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
各
種
会
議
、
行
事
等
の

中
止
、
公
共
施
設
の
休
館
や
学

校
の
臨
時
休
校
な
ど
の
措
置
が

と
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
不
用
額

が
あ
る
も
の
の
、
減
額
を
見
込

め
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
一
部
見

受
け
ら
れ
た
。
委
員
か
ら
は
、

監
査
委
員
か
ら
の
意
見
書
に
も

記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
常

に
財
源
の
有
効
活
用
と
い
う
観

点
に
立
ち
、
執
行
状
況
の
把
握

と
早
期
の
予
算
整
理
に
努
め
る

べ
き
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

特
に
、
財
政
管
理
費
の
積
立

金
８
千
452
万
４
千
427
円
の
不
用

額
に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
に

お
い
て
積
立
金
を
計
上
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
積
み
立

て
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
対

す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

　

討
論
に
お
い
て
は
、
同
一
の

敷
地
内
に
あ
る
施
設
に
関
し
て
、

同
じ
燃
料
の
契
約
方
法
が
異
な

る
こ
と
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
売

却
に
関
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
活
用
せ
ず
に

公
募
に
よ
り
売
却
し
て
い
る
こ

と
、
基
金
積
立
金
に
関
し
て
補

正
予
算
に
お
い
て
積
立
金
を
計

上
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対

応
と
い
う
漠
然
と
し
た
理
由
で

積
み
立
て
を
行
わ
な
か
っ
た
こ

と
が
認
定
に
反
対
す
る
理
由
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

　

以
上
、
本
会
計
に
つ
い
て
、

起
立
採
決
を
し
た
結
果
、
賛
成

５
名
、
反
対
９
名
に
よ
り
不
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

な
お
、
賛
成
者
か
ら
少
数
意

見
の
留
保
が
あ
っ
た
。

　

本
会
計
の
歳
入
総
額
は
33
億

４
千
201
万
３
千
79
円
、
歳
出
総

額
は
33
億
２
千
384
万
６
千
778

円
で
、
実
質
収
支
額
は
１
千
816

万
６
千
301
円
の
黒
字
、
単
年
度

収
支
額
は
７
千
309
万
２
千
975
円

の
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
累
積

赤
字
の
解
消
が
達
成
さ
れ
て
い

る
。
北
海
道
と
の
共
同
保
険
者
へ

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
町
の
保

令
和
元
年
度
七
飯
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

令
和
元
年
度
七
飯
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

審
査
の
経
過

審
査
の
結
果
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増
や
そ
う
資
源
！

広報ななえＰ１０に各
会計の決算額、決算の
概要、基金や町債の状
況について掲載してお
りますので、あわせて
ご参照ください。

険
給
付
負
担
が
減
少
し
た
も
の

の
、
今
後
も
、
税
収
の
確
保
や
収

入
未
済
額
の
緊
縮
な
ど
に
よ
り
、

国
保
事
業
の
適
正
か
つ
安
定
し

た
運
営
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本

会
計
は
、
実
質
収
支
額
が
黒
字

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
正
に
歳

入
が
確
保
さ
れ
、
歳
出
も
適
正

に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判

断
し
、
全
員
一
致
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

本
会
計
の
歳
入
総
額
は
４
億

１
千
861
万
９
千
813
円
、
歳
出
総

額
は
４
億
１
千
187
万
８
千
422
円

で
、
実
質
収
支
額
は
674
万
１
千

391
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
会
計
は
、
実
質
収
支
額
が

黒
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
正

に
歳
入
が
確
保
さ
れ
、
歳
出
も

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の

と
判
断
し
、
全
員
一
致
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

本
会
計
の
歳
入
総
額
は
28
億

７
千
720
万
１
千
869
円
、
歳
出
総

額
は
28
億
２
千
358
万
２
千
660
円

で
、
実
質
収
支
額
は
５
千
361
万

９
千
209
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

勘
定
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出

同
額
の
970
万
930
円
と
な
っ
て
お

り
、
歳
入
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
計
画
費
収
入
で
、
歳
出
は
保

険
事
業
勘
定
繰
出
金
で
あ
る
。

　

本
会
計
は
、
実
質
収
支
額
が

黒
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
正

に
歳
入
が
確
保
さ
れ
、
歳
出
も

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の

と
判
断
し
、
全
員
一
致
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

本
会
計
の
歳
入
総
額
は
８
億

５
千
217
万
２
千
897
円
、
歳
出
総

額
は
８
億
２
千
885
万
１
千
60
円

で
、
実
質
収
支
額
は
２
千
331
万

６
千
837
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

収
入
済
額
は
前
年
度
に
比
べ

７
千
909
万
７
千
572
円
減
少
し
て

い
る
が
、
そ
の
主
な
も
の
は
使

用
料
及
び
手
数
料
で
あ
る
。
こ

れ
は
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営

企
業
法
が
適
用
さ
れ
、
令
和
２

年
３
月
31
日
現
在
の
収
入
済
額

を
も
っ
て
本
会
計
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
２
年
３

月
分
の
下
水
道
使
用
料
の
全
額

と
道
補
助
金
が
未
収
入
と
な
っ

て
い
る
た
め
で
あ
り
、
未
収
金

と
し
て
新
会
計
で
あ
る
七
飯
町

下
水
道
事
業
会
計
へ
引
き
継
が

れ
て
い
る
。

　

本
会
計
は
、
実
質
収
支
額
が

黒
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
正

に
歳
入
が
確
保
さ
れ
、
歳
出
も

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の

と
判
断
し
、
全
員
一
致
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

本
会
計
の
歳
入
総
額
は
145
万

８
千
126
円
、
歳
出
総
額
は
３
万

３
千
円
で
、
実
質
収
支
額
は
142

万
５
千
126
円
の
黒
字
と
な
っ
て

い
る
。

　

本
会
計
は
、
実
質
収
支
額
が

黒
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
正

に
歳
入
が
確
保
さ
れ
、
歳
出
も

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の

と
判
断
し
、
全
員
一
致
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

総
収
益
５
億
１
千
561
万
２
千

80
円
で
113
万
３
千
317
円
の
増
加
、

総
費
用
４
億
４
千
753
万
５
千
590

円
で
276
万
２
千
678
円
の
増
加
、

差
し
引
き
当
年
度
純
利
益
は
６

千
807
万
６
千
490
円
で
162
万
９
千

361
円
減
少
し
た
が
、
黒
字
決
算

と
な
っ
た
。

　

当
年
度
純
利
益
６
千
807
万
６

千
490
円
に
前
年
度
繰
越
利
益
剰

余
金
７
千
208
万
761
円
を
加
え
た

当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
１

億
４
千
15
万
７
千
251
円
の
う
ち
、

令
和
２
年
度
期
首
に
減
債
積
立

金
５
千
万
円
、
建
設
改
良
積
立

金
２
千
万
円
を
積
み
立
て
し
た

処
分
後
の
繰
越
利
益
剰
余
金
は

７
千
15
万
７
千
251
円
と
し
て
い
る
。

　

以
上
、
本
会
計
に
つ
い
て
は
、

適
正
な
予
算
執
行
が
行
わ
れ
て

い
る
と
判
断
さ
れ
、
適
切
な
施

設
整
備
及
び
維
持
管
理
を
行
っ

て
お
り
、
充
実
し
た
安
全
な
水

の
供
給
を
図
り
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
健
全
な
企
業
会
計
の

運
営
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

令
和
元
年
度
七
飯
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
七
飯
町
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
七
飯
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
七
飯
町
土
地

造
成
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
七
飯
町
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て
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明
美

畑
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静
一

長
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川
生
人

上
野　

武
彦

坂
本　
　

繁

澤
出　

明
宏

中
島　

勝
也

川
村　

主
税

中
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友
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若
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雅
行

川
上　

弘
一

青
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金
助

木
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特別委員会報告（令和元年度決算審査特別委員会）


